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12/03・中国ゼロコロナ「出口」に苦慮 抗議拡大、浮かぶ段階的緩和 

    感染爆発なら死者 200 万人超も 接種率は低水準 高齢者対応急ぐ 

  ・自公、反撃能力の保有合意 必要最低限度の自衛措置 

  ・米雇用 26.3万人増 11月市場予測上回る 失業率は横ばい 3.7％ 円一時 133円台 

  ・仮想通貨、世界で規制の波 FTX破綻、米で議論開始 顧客資産の保護焦点に 

 

12/04・ロシア原油上限 60ドル合意 G7・EU・豪制裁足並み 上限を超える保険禁止＜1＞ 

    相場安定と両にらみ 制裁効果に疑問も 

 

12/05・原油減産、現状を維持 OPECプラス 対ロ制裁見極め ＜2＞ 

  ・ロシア副首相「上限設定国に原油売らず」 G7など制裁へ 

  ・移民危機再燃 EU悩ます ウクライナ産穀物不足で急増 受け入れ分担崩壊も＜3＞ 

  ・ロシア人旅客、タイで急増 国際社会から批判も 

 

12/06・原油、中東依存 95％に 石油危機前超える 脱炭素で各国開発縮小 ＜4＞ 

  ・実施賃金 7ヶ月連続減 10月、マイナス幅 2.6％ 物価高に追いつかず ＜5＞ 

・防衛費、5年 43兆円 首相指示 年内に財源確保 

 

12/07・中国債務 GDPの 3倍 「ゼロコロナ」で再び最高 人口減も加速、成長余地狭く 

  ・ウクライナが無人機攻撃 ロシア爆撃機拠点を標的 

  ・米貿易赤字、10月 6.7％増 海外需要減で輸出減 

  ・英、米産天然ガス輸入倍増 両首脳が合意 ロシア産脱却へ ＜6＞ 

  ・トランプ氏の一族企業 脱税などで有罪評決 次期大統領選へ打撃 

 

12/08・中国ゼロコロナ緩和 操業停止・封鎖の乱用禁止 

  ・プーチン氏「核戦争の脅威高まる」 防衛手段「私たちは狂っていない」 

  ・米、対ロ攻撃奨励せず ウクライナに 紛争激化回避狙う 

  ・経常収支 641億円赤字 10月 円安で 9ヶ月ぶり 原油など資源高響く 

  ・GDP年率 0.8％減 7～9月改定値 個人消費は停滞 

 

12/09・防衛財源 増税で年 1兆円強 首相表明、27年度以降 見えぬ安定確保 

  ・中国・サウジ、包括協定 エネ・通信連携 人権、米欧対抗で一致 

  ・台湾武器支援 1.3兆円 米下院 国防権限法を可決 

  ・タタ、インドで半導体生産 5年で 12兆円投資の一環 トップが表明 



 


